
坂井市
さかいし

手話
しゅわ

言語
げんご

条 例
じょうれい

 

 

（目 的
もくてき

） 

第
だい

1
１
条
じょう

 この 条 例
じょうれい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条 約
じょうやく

（平 成
へいせい

26年
ねん

条 約
じょうやく

第
だい

1
１
号
ごう

）及
およ

び障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭 和
しょうわ

45年
ねん

法 律
ほうりつ

第
だい

84号
ごう

。以下
い か

「法
ほう

」という。）

において手話
しゅわ

が言語
げんご

であると位置付
い ち づ

けられたことを踏
ふ
まえ、手話

しゅわ
への理解

りかい
の促 進
そくしん

及
およ

び手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

に関
かん

する基本
きほん

理念
りねん

を定め
さ だ

、坂井市
さかいし

（以下
い か

「市
し
」という。）の責務

せきむ
並
なら

び

に市民
しみん

及び
お よ

事
じ
業 者
ぎょうしゃ

の役 割
やくわり

を明
あき

らかにするとともに、施
せ
策
さく

の基本
きほん

となる事項
じこう

等
とう

を定
さだ

めることにより、手話
しゅわ

への理解
りかい

の促 進
そくしん

及び
お よ び

手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

を図
はか

り、もって

障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、すべての市民
しみん

が相互
そうご

に人 格
じんかく

及
およ

び個性
こせい

を 尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら 共 生
きょうせい

する地域
ちいき

社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

することを目 的
もくてき

とする。 

 

（定義
ていぎ

） 

第
だい

2
２

条
じょう

 この 条 例
じょうれい

において「ろう者
しゃ

」とは、聴 覚
ちょうかく

に 障 害
しょうがい

のある者
もの

のうち、

手話
しゅわ

を言語
げんご

として 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 営
いとな

む者
もの

をいう。 

（基本
きほん

理念
りねん

） 

 

第
だい

３ 条
じょう

 手話
しゅわ

への理解
りかい

の促 進
そくしん

及
およ

び手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

は、手話
しゅわ

が独自
どくじ

の言語
げんご

体 系
たいけい

を

有
ゆう

する言語
げんご

であり、ろう者
しゃ

が 心
こころ

豊
ゆた

かな社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むために大 切
たいせつ

に受
う
け

継
つ
いできた文化的

ぶんかてき
所 産
しょさん

であるとの認 識
にんしき

の下
もと

に、ろう者
しゃ

の手話
しゅわ

により意思
い し

疎通
そつう

を

図
はか

る権利
けんり

を 尊 重
そんちょう

することを基本
きほん

として 行
おこな

われるものとする。 



２ 手話
しゅわ

への理解
りかい

の促 進
そくしん

及
およ

び手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

は、ろう者
しゃ

とろう者
しゃ

以外
いがい

の者
もの

が相互
そうご

に

人 格
じんかく

及
およ

び個性
こせい

を 尊 重
そんちょう

し合
あ
うことを基本

きほん
として 行

おこな
われるものとする。 

 

（市
し
の責務
せきむ

） 

第
だい

４ 条
じょう

 市
し
は、 前 条

ぜんじょう
に規定
きてい

する基本
きほん

理念
りねん

（以下
い か

「基本
きほん

理念
りねん

」という。）にのっ

とり、手話
しゅわ

への理解
りかい

の促 進
そくしん

及
およ

び手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

のために必 要
ひつよう

な施策
せさく

を推 進
すいしん

するも

のとする。 

 

（市民
しみん

の役 割
やくわり

） 

第
だい

５ 条
じょう

 市民
しみん

は、基本
きほん

理念
りねん

にのっとり、手話
しゅわ

に対
たい

する関 心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

めるよう

努
つと

めるとともに、手話
しゅわ

に関
かん

する市
し
の施策
せさく

に 協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めるものとする。 

 

（事
じ
業 者
ぎょうしゃ

の役 割
やくわり

） 

第
だい

６ 条
じょう

 事
じ
業 者
ぎょうしゃ

は、基本
きほん

理念
りねん

にのっとり、ろう者
しゃ

が利用
りよう

しやすいサービスの

提 供
ていきょう

及
およ

びろう者
しゃ

が 働
はたら

きやすい 環 境
かんきょう

の整
せい

備
び
に努
つと

めるとともに、手話
しゅわ

に関
かん

す

る市
し
の施策
せさく

に 協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めるものとする。 

 

（計 画
けいかく

の策 定
さくてい

及
およ

び実施
じっし

） 

第
だい

７ 条
じょう

 市
し
は、法

ほう
第
だい

11 条
じょう

第
だい

３項
こう

に規定
きてい

する市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

におい

て、次
つぎ

に掲
かか

げる施策
せさく

を含
ふく

め、これらを総 合 的
そうごうてき

かつ計 画 的
けいかくてき

に実施
じっし

するよう努
つと

め

るものとする。 

（１）手話
しゅわ

への理解
りかい

の促 進
そくしん

及
およ

び手話
しゅわ

の普 及
ふきゅう

に関
かん

する施策
せさく

 



（２）手話
しゅわ

による 情 報
じょうほう

の発 信
はっしん

及
およ

び取 得
しゅとく

の推 進
すいしん

に関
かん

する施策
せさく

 

（３）手話
しゅわ

により円 滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そつう

ができる 環 境
かんきょう

の構 築
こうちく

に関
かん

する施策
せさく

 

（４）手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

（手話
しゅわ

によりろう者
しゃ

とろう者
しゃ

以外
いがい

の者
しゃ

との意思
い し

疎通
そつう

を 仲 介
ちゅうかい

す

る者
もの

をいう。）の確保
かくほ

及
およ

び養 成
ようせい

並
なら

びに派遣
はけん

に関
かん

する施策
せさく

 

（５）前 各 号
ぜんかくごう

に掲
かか

げるもののほか、市 長
しちょう

が必 要
ひつよう

と認
みと

める施策
せさく

 

 

（事
じ
業 者
ぎょうしゃ

への支援
しえん

） 

第
だい

８ 条
じょう

 市
し
は、ろう者

しゃ
が手話
しゅわ

を使用
し よ う

しやすい 環 境
かんきょう

を整備
せいび

するために事
じ
業 者
ぎょうしゃ

が

行
おこな

う取 組
とりくみ

に対
たい

して、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

うよう努
つと

めるものとする。 

 

（ 財 政 上
ざいせいじょう

の支援
しえん

） 

第
だい

９ 条
じょう

 市
し
は、手話

しゅわ
に関
かん

する施策
せさく

を推 進
すいしん

するため、必 要
ひつよう

な 財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を

講
こう

ずるよう努
つと

めるものとする。 

 

（委任
いにん

） 

第
だい

10 条
じょう

 この 条 例
じょうれい

の施行
せこう

に関
かん

し必 要
ひつよう

な事項
じこう

は、市 長
しちょう

が別
べつ

に定
さだ

める。 

 

附
ふ

 則
そく

 

この 条 例
じょうれい

は、公布
こうふ

の日
ひ
から施行

せこう
する。 


